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事業所の概要 
 

施設 の 種類  軽費 老人 ホ ーム ケ アハ ウス  

目的     入居 者の 皆 さん が 心身 とも に 充実 し た明 るい 生 活を 送 る  

こと が でき る よう に、 以 下の サ ービ ス及 び 施設 を 利用 し  

てい た だき 、 入居 者の 皆 さん に は以 下の 事 項を お 守り い  

ただ き ます 。  

   名称     社 会 福祉 法 人仁 風会  ケア ハ ウス かす が の郷  

   所在 地    福 岡 県春 日 市塚 原台 ３ 丁目 １ ２９ 番地  

   電話 番 号  092（ 595） 2525  FAX  092（595） 6361 

   代表 者 氏名  理 事 長 見 元 伊津 子  

開設 年 月日  平成 １２ 年  ５ 月  １ 日  

入居 定 員  ３０ 人  
 

建物の概要 
 

敷地 面 積  １４,１４ ５ ．１ ８ ｍ ２  

構造 規 模  鉄筋 コン ク リー ト  ３ 階建  

居室 数    ２人 室   １ 室   ４１ ． ２０ ｍ ２  

         １ 人 室  ２８ 室  ２３ ． ０５ ｍ ２  ２ １ ．６ ９ ｍ ２ 他  

   設備     ミ ニ キッ チ ン・ 洗面 所 ・ウ ォ シュ レッ ト 付き ト イレ  

         ク ロ ーゼ ッ ト・ テレ ビ 端子 ・ 電話 接続 口 ・下 足 入れ  

洗濯 機 用防 水 パン ・収 納 棚・ 照 明  
 

サービス内容について 

1.生活相談 
● 心 配事 ・ 相談 事の あ る場 合 は気 軽に お 申し 出 下さ い。 プ ライ ベ ート な  

ご相 談 は、 皆 様の お部 屋 また は 相談 室に て 承り ま す。  
 

2.食事 
● 原 則と し て１ 階の 食 堂で お 召し 上が り 下さ い 。  

● 衛 生上 、 1 時 間以 内 にお 召 し上 がり 下 さい 。  

● 食 事が 不 要な 場合 は 、７ 日 前ま でに 事 務所 に  

届け 出 てく だ さい 。７ 日 前ま で のお 申し 出 は、  

食 材 料 費 （ 下 表 ） を 差 し 引 き ま す 。 返 金 は い た し か ね ま す が 、 ７ 日 前

を過 ぎ て変 更 する 場合 も 、ご 連 絡下 さい 。  

● 来 訪者 の お食 事に つ いて は 、７ 日前 ま でに お 申し 込み い ただ け れば  

下表 の 食事 代 で提 供で き ます 。  

 朝 食  昼 食  夕 食  

入居 者 の食 材 料費  １０ ０ 円  ３５ ０ 円  ３５ ０ 円  

来訪 者 のお 食 事代  ２０ ０ 円  ４５ ０ 円  ５５ ０ 円  

● 配 膳へ の 援助 とし て 、次 の サー ビス を 提供 で きま す。 (無 料) 

 対象  詳細  

配 膳 サ ー ビ ス  要介 護 度１ 以 上  そ の 他 の 利 用 に つ い て は 随 時 ご 相 談 下

さ い 。  
居 室 お 届 け サ ー ビ ス  体調 不 良時  体 調 不 良 時 に ご 利 用 下 さ い 。１ ５ 日 目 以 降

の 利 用 に つ い て は ご 相 談 下 さ い 。  

 

 

時間 は  

朝食   ８ ： ００ ～ 

昼食  １２ ： ００ ～ 

夕食  １７ ： １５ ～ 
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3.入浴 

● 入 浴時 間 は、 毎日 １ 4： ０ ０～ １ ９： 0０で す。  

   ※ 男 性 入 浴 時 間 は 入 居 者 の 男 女 比 率 に よ り 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 

 ●  お一 人 での 入浴 が 不安 な 方は 、な る べく お 誘い あわ せ の上 入 浴下 さい 。 

   又、 職 員に ご依 頼 あれ ば 入浴 中お 声 かけ 出 来ま す。  

 ●  入浴 用 品は 入居 者 にて ご 準備 くだ さ い。（洗 面 器 、タ オ ル、 石 鹸等 ）  

 
4.生活援助 

●  施 設 職 員 は 、 原 則 と し て 入 居 者 に 対 す る 直 接 的 介 助 等 の 日 常 生 活 上 の

援助 は 行え ま せん。 
 ●  入 居 者 が 身 体 状 況 の 変 化 に よ っ て 、 日 常 生 活 上 の 援 助 を 必 要 と す る 状

態 に な っ た 場 合 は 、 各 種 在 宅 サ ー ビ ス を 利 用 で き る よ う 、 連 絡 等 の 必

要な 対 応を 行 うも のと し ます 。  

● 各 種在 宅 サー ビス の 利用 は 、入 居者 や ご家 族 の判 断で お 願い し ます 。  

● 上 記に 伴 う費 用は 、 入居 者 の負 担と な りま す 。  

 
5.健康管理 

● 平 素か ら 、自 分の 健 康に は 十分 留意 し 、体 調 が悪 いと き には 早 目に 職  

員に お 知ら せ 下さ い。  

● か かり つ け医 を変 更 され た とき には 、 職員 ま でお 知ら せ 下さ い 。  

● 施 設で 年 １回 実施 す る健 康 診断 は正 当 な理 由 がな い限 り 、必 ず 受け て  

   くだ さ い。  

● 緊 急時 に 備え て保 険 証・ 医 療受 給者 証 ・診 察 券な ど、 病 院の 受 診に 必  

要な も のは 一 括し てわ か りや す くし てお い てく だ さい 。  

 
６.守秘義務 

 ●  職 員 は 、 サ ー ビ ス を 提 供 す る 上 で 知 り 得 た 契 約 者 等 に 関 す る 事 項 を 正

当 な 理 由 無 く 第 三 者 に 漏 ら し ま せ ん 。 こ の 守 秘 義 務 は 、 入 居 契 約 が 終

了し た 後も 継 続し ます 。  

 ●  当 施 設 は 、 入 居 者 、 ご 家 族 に 医 療 上 、 緊 急 の 必 要 性 が あ る 場 合 に は 、

医 療 機 関 等 に 入 居 者 に 関 す る 心 身 等 の 情 報 を 提 供 で き る も の と し ま す 。 

●  当 施 設 は 、 入 居 者 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る 際 に は 、 あ ら か じ め 文 書 に

て入 居 者の 同 意を 得る も のと し ます 。 
 

利用料金の支払い方法 
●  毎月 の 利用 料 は当 月の 基 本料 金 （事 務費 、 生活 費 、管 理費 ） と前 月 の  

個別 使 用に か かわ る料 金 （水 光 熱費 と共 用 部分 の 使用 料） と なっ て お  

りま す。（ 別紙 ）  

  毎 月月 末 締め で、 翌 月１ ０ 日ま でに 請 求書 を お渡 しし ま す。 毎 月２ ０  

日（ 土 ・日 ・ 祝日 の場 合 は翌 営 業日 ）に 、 福岡 銀 行の 契約 口 座か ら 引  

き落 と しま す ので 、前 日 まで に 入金 をお 願 いし ま す（ 銀行 の 手数 料 が  

１10 円か か りま す が安 全 なお 支 払い 方法 で す）。  

 ●  毎年 一 回収 入申 告 書及 び 添付 書類 の 提出 が 必要 です 。  
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入居者にお守り頂きたい事 

1.心得 
 

● 重 要事 項 説明 書を 十 分に 理 解、 ご協 力 頂き ま す。  

 ●  相互 に 親睦 と信 頼 を深 め 、他 の入 居 者の 人 権を お守 り くだ さ い。  

 ●  プラ イ バシ ーに 配 慮し 、他入 居者 の 迷惑 に なら ない よ うお 願 いし ます 。 

 
2.外出・外泊 

 

●  外出 ・ 外泊 は 自由 です が 、次 の こと をお 守 り下 さ い。 ３時 間 以上 外 出  

され る 場合 は 、受 付に あ る外 出 簿に 記入 し てく だ さい 。帰 宅 時間 が 遅  

れる 場 合は 、 ご連 絡下 さ い（ 連 絡用 に受 付 にあ る 「か すが の 郷」 の 名  

札を ご 持参 下 さい ）。  

●  外泊 さ れる 時 は、 緊急 の 場合 に 備え 外泊 届 を出 し てく ださ い 。ま た 食  

事変 更 届も 提 出し てく だ さい 。  

● 防 犯上 、 夜間 （23： 00～ ７ ：00） は オー ト ロッ ク を切 り ます の で、  

職員 に 連絡 し てく ださ い 。  

 
3.入居者以外の方の施設利用 

 

●  来 訪者 は 受付 にあ る 来訪 者 名簿 に記 入 して く ださ い。  

●  宿 泊 を 希 望 さ れ る 方 は 、 施 設 長 に 届 け 出 の 上 、 施 設 利 用 規 定 を お 守 り

くだ さ い。  

 
４.環境整備 

 

● 居 室の 掃 除は 、各 自 で行 う よう にな っ てい ま す。 また 、 施設 内 外・  

共用 部 の清 掃 につ いて は 、ご 協 力を お願 い して い ます 。  

● 洗 濯室 の 共用 のゴ ミ 箱に １ ６： ００ ま でに 分 別し て捨 て て下 さ い。  

 ●  分別 方 法に つい て は洗 濯 室に 掲示 し てお り ます が、 不 明な 点 は事 務所  

   にご 確 認く ださ い 。  

 

５.施設内外の設備･備品について 
 

●  施設 内 外の 設 備や 備品 を 大切 に して 下さ い 。  

●  居 室 の 形 状 を 変 更 す る よ う な 工 作 を 加 え る 場 合 は あ ら か じ め 施 設 長 の

承 認 を 得 て く だ さ い 。 そ の 場 合 に は 、 退 居 時 に 原 状 回 復 を お 願 い し ま

す。 こ のと き の費 用は ご 入居 者 に負 担し て いた だ きま す。  

●  共用 設 備･備品 の 使 用に つ いて は 申込 書に 記 入の 上 、施 設利 用 規定 を お

守り く ださ い 。  

●  自 動 車 を 保 有 し よ う と す る 際 は 、 あ ら か じ め 施 設 長 の 承 認 を 得 て い た

だき ま す。  

●  入 居 者 の 方 が 、 故 意 、 又 は 過 失 に よ り 施 設 （ 建 物 ・ 設 備 及 び 備 品 ） に

損 害 を 与 え た 場 合 に は 、 そ の 損 害 を 弁 償 し 、 原 状 に 回 復 し て い た だ き

ます 。  
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６.動物飼育 
 

●  居 室 又 は 敷 地 内 に お い て 小 鳥 及 び 小 型 魚 類 の み 飼 育 し て い た だ け ま す 。 

尚、 飼 育方 法 につ いて は 施設 と 相談 し、 あ らか じ め施 設長 の 承認 を 得  

てく だ さい 。  

 

７.政治・宗教活動 
 

●  施設 は 、一 切 の政 治的 活 動及 び 宗教 活動 を 行い ま せん 。  

●  ご 入 居 者 の 方 は 、 ご 自 身 の 居 室 以 外 の 場 所 で 、 一 切 の 政 治 的 活 動 及 び

宗 教 活 動 を お 断 り し て お り ま す 。 ま た 、 他 の 入 居 者 へ 参 加 を 強 要 も ご

遠慮 く ださ い 。  

 

８.諸変更の届出 
 

●  入 居 時 申 請 事 項 に 変 更 が あ っ た 場 合 は 、 速 や か に 施 設 へ お 届 け く だ さ

い。  

 

 その他施設の管理についての

重要事項 
 

1.非常災害対策 

①防災 
 

●  施 設 は 、 非 常 災 害 に 対 し て 具 体 的 な （ 消 防 、 風 水 害 、 地 震 等 ） 防 災 計

画 、 避 難 計 画 を 作 成 し 、 防 火 管 理 者 又 は 火 気 ・ 消 防 等 に つ い て の 責 任

者 を 定 め る と 共 に 、 非 常 災 害 に 備 え る 為 、 年 ２ 回 、 定 期 的 に 避 難 ・ 救

出訓 練 を行 い ます ので ご 協力 を お願 いし ま す。  

●  喫煙 は 決め ら れた 場所 で して 下 さい 。室 内 で喫 煙 され る場 合 は吸 殻 の  

始末 を きち ん とし 、洗 濯 室の 吸 殻入 れに 捨 てて 下 さい 。  

●  室内 で ろう そ くや 線香 を 使用 さ れる とき は 、防 炎 マッ トを 敷 くな ど し  

て、 火 災に は 十分 注意 し て下 さ い。  

● 石 油ス ト ーブ は使 用 しな い で下 さい 。  

● 災 害時 に は、 エレ ベ ータ ー は使 用で き ませ ん 。  

● ベ ラン ダ は避 難経 路 にな り ます ので 、 大き な 物を 置か な いで 下 さい 。  

 
②緊急通報設備 

 

●  各居 室 ・浴 室 には ナー ス コー ル を設 置し て いま す 。緊 急時 に はこ れ を  

使っ て 、職 員 にお 知ら せ 下さ い 。  

●  居室 に は、 生 活リ ズム セ ンサ ー があ りま す 。一 定 時間 人の 動 きが 感 知  

され な いと 自 動的 に事 務 室の 警 報が 鳴り ま す。  

 ●  お部 屋 から 事務 室 への 連 絡・ お問 い 合わ せ には なる べ く日 中 、イ ンタ  

ーホ ン を利 用 して くだ さ い。  
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③衛生管理等 

 

●  施 設 は 、 施 設 内 の 衛 生 管 理 に 努 め る と と も に 、 感 染 症 の 発 生 又 は ま ん

延の 防 止に 努 めて いま す 。  

●  当 事 業 所 は 、 食 中 毒 及 び 感 染 症 の 発 生 が 認 め ら れ る 場 合 に は 、 発 生 状

況 の 把 握 、 感 染 拡 大 の 防 止 、 医 療 機 関 や 保 健 所 、 市 町 村 等 の 関 係 機 関

との 連 携、 医 療措 置等 の 必要 な 措置 を行 い ます 。  

 ●  当事 業 所は 、食中 毒 及び 感 染症 が発 生 した 際 には 、その 原 因を 解 明し 、

再発 生 を防 ぐ ため の対 策 を講 じ ます 。  

                

2.防犯 
● 多 額の 現 金を 所持 し ない よ うに して 下 さい 。  

● 居 室を 空 けら れる 場 合は 、 必ず 施錠 し て下 さ い。  

● 貴 重品 は 各自 の責 任 にお い て、 保管 し て下 さ い。  

● 施 設内 で の紛 失・ 盗 難に は 責任 を負 い かね ま す。  

 

3.鍵の取扱いについて 
  

●        様に お 渡し た 鍵は 次の と おり で す。  

お部 屋    本  

下足 箱    本  

収納 棚 １  本  

収納 棚 ２  本  

●  鍵の 複 製は ご 遠慮 くだ さ い。複 製し た鍵 を 使用 す ると 鍵穴 を 傷め ま す。 

非常 時 にマ ス ター キー が 合わ な くな りま す 。  

●  紛失 し た場 合 は、 すみ や かに 届 け出 てく だ さい 。 鍵の 作製 は 施設 で 行  

いま す が、 費 用は ご負 担 くだ さ い。  

 ●  お 渡 し し た 鍵 は ご 本 人 様 だ け の 保 管 で す 。 予 備 鍵 は 施 設 長 に 保 管 管 理

責 任 が ご ざ い ま す が 、 夜 間 は 不 在 で す の で 紛 失 さ れ る と 居 室 に 入 れ な

くな る 場合 が あり ます 。 鍵の 取 扱い には 十 分ご 注 意下 さい 。  

 

４.洗濯 

● 衣 類の 洗 濯は 、各 自 で行 う こと にな っ てい ま す。 
●  居室 に 洗濯 機 を置 くこ と がで き ます （乾 燥 機を セ ット して 置 くこ と  

はで き ませ ん）。  

●  ２階 ・ ３階 の 洗濯 室に は コイ ン ラン ドリ ー があ り ます 。洗 濯 機１ 回  

２０ ０ 円、 乾 燥機 ３０ 分 １０ ０ 円で す。 ８ ：０ ０ ～２ ０： ０ ０ま で  

利用 で きま す 。  
 

5.郵便 
● 鍵 付き の 郵便 受け が 玄関 横 （シ ュー ズ コー ナ ー内 ）に あ りま す 。  

●  お 留 守 の 時 の 書 留 や 宅 配 便 も 各 自 で 対 応 し て 下 さ い 。 事 前 に ご 依 頼 が

あれ ば 事務 所 でも 受け 取 るこ と が出 来ま す 。た だ し 、貴 重 品・生 も の ・

ワレ モ ノは お 預か りで き ませ ん ので ご了 承 くだ さ い。  

●       様の 郵 便受 ダ イヤ ルは      

      へ    回    、    へ    回    で す。  
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その他 
● 金 銭の 貸 し借 りは し ない よ うに して 下 さい 。  

●  共 同 生 活 上 わ か ら な い こ と ・ 困 る こ と が あ り ま し た ら 、 職 員 に お 気 軽

にご 相 談く だ さい 。  

●  敷地 内 の散 歩 は自 由で す が、フ ェン スの 外 の池 の 周り は大 変 危険 で す。 

絶対 に 行か な いで くだ さ い。  

 

 

苦情の受付について  

●  苦 情 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 す る 為 に 次 の よ う に そ の 対 応 方 法 を 定 め ま

す。  

    苦 情 解決 責任 者   中 村 泰久   (施設 長 ： 092-595-2525) 

    苦 情 受付 担当 者   江 崎 亮   (生活 相 談 員：092-595-2525) 

    第 三 者委 員    諌 山 登   （ 連 絡先 ：092-503-5210）  

             河 鍋 辰紀   （ 連 絡先 ：092-501-4947）  

①苦 情 は面 接 ・電 話・ 書 面・ ま た施 設内 設 置の ご 意見 箱な ど によ り 苦

情受 付 担当 者 が随 時受 け 付け ま す。 尚、 第 三者 に 直接 苦情 を 申し 出 る

こと も 出来 ま す。  

②苦 情 受付 担 当者 が受 け 付け た 苦情 を苦 情 解決 責 任者 に報 告 いた し ま

す。  

③苦 情 解決 責 任者 は苦 情 申出 人 と誠 意を も って 話 し合 い、 解 決に 努 め

ます 。 その 際 苦情 申出 人 は、 第 三者 委員 の 助言 や 立会 いを 求 める こ と

が出 来 ます 。  

 ●  当事 業 所以 外に も 、下 記 の機 関に 申 し立 て るこ とが 出 来ま す 。  

       福 岡 県 社会 福 祉協 議 会 福岡 県 運営 適 正化 委員 会  

     所 在地   福 岡県 春 日市 原町 ３ －１ － ５  

          ク ロー バ ープ ラザ ４F 

     電 話番 号 (０ ９ ２)９１ ５ －３ ５ １１   

 

 

事故発生時の対応 
（１）当事業所は、ご入居者様の心身状況等に応じて適切なサービスの提供・対応を行い、

事故の発生防止に努めています。 

（２）当事業所は、事故が発生した際にはその原因を解明し、再発生を防ぐ為の対策を講

じています。 

（３）当事業所は、事故発生の防止のための委員会を設置し、また、職員に対する研修を

定期的に行なっています。 

（４）当事業所は、賠償すべき事態となった場合には、ご入居者又はご家族に生じた損害

について、賠償するものとします。 

（５）当事業所は、事件・事故が発生した場合の検証の効率化、入居者様の安全の確保を 

目的として見守りカメラをフロアに設置しています。 

映像記録は、当事業所内の検証用記録として使用するもので、ご入居者やご家族に提

供するものではありません。 

情報の使用方法や開示方法は別紙「ご入居者様の個人情報の取り扱いについて」をご

確認ください。 
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個人情報保護法について 
 ● 当施設（全事業）は保有する利用者等の個人情報に関し適正かつ適切な取扱いに努

力するとともに、広く社会からの信頼を得るために、自主的なルール及び体制を確立

し、個人情報に関連する法令その他関係法令及び厚生労働省のガイドラインを遵守し、

個人情報の保護を図ることを宣言します。（別紙「『個人情報の保護に関する法律』に

基づく公表事項」参照） 

                           



３　利用料金及び暖房費

利用料金の支払い方法
１　毎月の利用料金は、基本料金（当月分）、個別使用料金（月末締め）を合算した請求書を翌月
１０日までに発行します。
  毎月２０日(土日祝日の場合は翌営業日)に契約口座より引き落としますので、前日までに入金を
お願い致します。(手数料として１1０円頂きます。残高不足で引き落とせない場合でも手数料はか
かります。)
２　口座引き落としの手続きが完了するまでの間、次の方法でお支払いをお願い致します。
(１) 現金でご入金の場合
　　２０日までに特別養護老人ホームの事務所窓口にてお支払い下さい。
(２) 口座振込みの場合
　　２０日までに下記の口座にお振込み下さい。（振り込み手数料はご本人負担です。）
　　金融機関名　　　　　福岡銀行　宇美支店
　　預金種目・口座番号　普通－１４５７１５３
                                            ケアハウス　　　　カスガノサト

　　口座名義人　　　　　ケアハウスかすがの郷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リジチョウ　　ミモトイツコ

　　　　　　　　　　　　理事長　見元　伊津子
　　住　　　所　　　　　春日市塚原台３丁目１２９番地
　　Ｔ　Ｅ　Ｌ　　　　　０９２（５９５）２５２５

利用料

対象収入区分
個室

600,000円 1,500,000円
事務費 生活費 管理費 計 事務費 生活費 管理費 計

1 1,500,000円以下 10,000 48,760 35,200 93,960 10,000 48,760 30,900 89,660
2 ～1,600,000 13,000 48,760 35,200 96,960 13,000 48,760 30,900 92,660
3 ～1,700,000 16,000 48,760 35,200 99,960 16,000 48,760 30,900 95,660
4 ～1,800,000 19,000 48,760 35,200 102,960 19,000 48,760 30,900 98,660
5 ～1,900,000 22,000 48,760 35,200 105,960 22,000 48,760 30,900 101,660
6 ～2,000,000 25,000 48,760 35,200 108,960 25,000 48,760 30,900 104,660
7 ～2,100,000 30,000 48,760 35,200 113,960 30,000 48,760 30,900 109,660
8 ～2,200,000 35,000 48,760 35,200 118,960 35,000 48,760 30,900 114,660
9 ～2,300,000 40,000 48,760 35,200 123,960 40,000 48,760 30,900 119,660

10 ～2,400,000 45,000 48,760 35,200 128,960 45,000 48,760 30,900 124,660
11 ～2,500,000 50,000 48,760 35,200 133,960 50,000 48,760 30,900
12 ～2,600,000 57,000 48,760 35,200 48,760 30,900 136,660

129,660

13 2,600,001以上 61,900 48,760 35,200 145,860 61,900
140,960 57,000

30,900 141,560

利用料

対象収入区分
個室

3,300,000円
事務費 生活費 管理費 計

48,760

1 1,500,000円以下 10,000 48,760 19,800 78,560
2 ～1,600,000 13,000 48,760 19,800 81,560
3 ～1,700,000 16,000 48,760 19,800 84,560
4 ～1,800,000 19,000 48,760 19,800 87,560
5 ～1,900,000 22,000 48,760 19,800 90,560
6 ～2,000,000 25,000 48,760 19,800 93,560
7 ～2,100,000 30,000 48,760 19,800 98,560
8 ～2,200,000 35,000 48,760 19,800 103,560
9 ～2,300,000 40,000 48,760 19,800 108,560

10 ～2,400,000 45,000 48,760 19,800 113,560
11 ～2,500,000 50,000 48,760 19,800 118,560
12 ～2,600,000 57,000 48,760 19,800 125,560
13 2,600,001以上 61,900 48,760 19,800 130,460



７　入居一時金について

その他、汚損,破損のある部分について費用をご負担いただく場合もあります。

利用料

対象収入区分
二人室

1,000,000円 3,500,000円
事務費 生活費 管理費 計 事務費 生活費 管理費 計

1 1,500,000円以下 14,000 97,520 71,400 182,920 14,000 97,520 59,500 171,020
2 ～1,600,000 26,000 97,520 71,400 194,920 26,000 97,520 59,500 183,020
3 ～1,700,000 32,000 97,520 71,400 200,920 32,000 97,520 59,500 189,020
4 ～1,800,000 38,000 97,520 71,400 206,920 38,000 97,520 59,500 195,020
5 ～1,900,000 44,000 97,520 71,400 212,920 44,000 97,520 59,500 201,020
6 ～2,000,000 50,000 97,520 71,400 218,920 50,000 97,520 59,500 207,020
7 ～2,100,000 60,000 97,520 71,400 228,920 60,000 97,520 59,500 217,020
8 ～2,200,000 70,000 97,520 71,400 238,920 70,000 97,520 59,500 227,020
9 ～2,300,000 80,000 97,520 71,400 248,920 80,000 97,520 59,500 237,020

10 ～2,400,000 90,000 97,520 71,400 258,920 90,000 97,520 59,500 247,020
11 ～2,500,000 100,000 97,520 71,400 268,920 100,000 97,520 59,500 257,020
12 ～2,600,000 114,000 97,520 71,400 282,920 114,000 97,520 59,500 271,020
13 2,600,001以上 123,800 97,520 71,400 292,720 123,800 97,520 59,500 280,820

利用料

対象収入区分
二人室

7,000,000円
事務費 生活費 管理費 計

1 1,500,000円以下 14,000 97,520 35,000 146,520
2 ～1,600,000 26,000 97,520 35,000 158,520
3 ～1,700,000 32,000 97,520 35,000 164,520
4 ～1,800,000 38,000 97,520 35,000 170,520
5 ～1,900,000 44,000 97,520 35,000 176,520
6 ～2,000,000 50,000 97,520 35,000 182,520
7 ～2,100,000 60,000 97,520 35,000 192,520
8 ～2,200,000 70,000 97,520 35,000 202,520
9 ～2,300,000 80,000 97,520 35,000 212,520

10 ～2,400,000 90,000 97,520 35,000 222,520
11 ～2,500,000 100,000 97,520 35,000 232,520
12 ～2,600,000 114,000 97,520 35,000 246,520
13 2,600,001以上 123,800 97,520 35,000 256,320

・ 暖房費は１１月より３月まで冬季加算として１ヶ月２,１５０円徴収する｡
・ 事務費、生活費(冬季加算も含む)は国の基準に合わせて改定されます。
４　事務費について
 入居期間が1ヶ月に満たない端数が生じたときの額は、毎月初日における入居者につき徴収しま
す。
５　生活費について
 入居期間が1ヶ月に満たない端数が生じたときの額は、日割り計算します。暖房費についても同様
です。
６　管理費について
 入居期間が１ヶ月に満たない端数が生じたときは、管理費の額は日割り計算します｡

個室 二人室

入居一時金は、入居年数２０年を基準としており、この期間未満で退居する場合には入居経過月数
に応じて次の式により算出します。

・上記の式における入居経過月数とは、入居日の属する月から退居日の属する月までとなります。

退居時に、原状回復（居室の天井や壁のクロス全面張替、ｴｱｺﾝｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、畳の表替、ﾊｳｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、居
室ﾄﾞｱｷｰのｼﾘﾝﾀﾞｰ交換）の費用は入居期間にかかわらず、退居時にご負担いただきます｡また、タバ
コ等による施設備品（エアコン等）の汚損による交換の費用も負担して頂く場合があります。

入居一時金
６０万円 １００万円

１５０万円 ３５０万円
３３０万円 ７００万円

２４０ヶ月（２０年）－入居経過月数
２４０ヶ月（２０年）

返還金額＝入居一時金×


